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２０２２年

年 6 月号 

第 99号

は 1 月

号 

                          

今
回
の
総
会
で
役
員
等
に
選
出
さ
れ
た
の
は
、

以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。 

会
長 

 
 

武
藤 

哲
（
ト
リ
ト
ン
ね
り
ま
） 

副
会
長 

 

大
貫 

雅
弘
（
ひ
ま
わ
り
） 

事
務
局 

 

美
濃 

眞
一
郎
（
一
笑
会
） 

事
務
局 

 

井
上 

隆
雄
（
い
ち
ご
会
） 

会
計 
 

 

桂 
 

幸
嗣
（
み
ん
な
の
会
） 

会
計
監
査 

阿
部 

久
美
子
（
さ
わ
や
か
’
17

） 

 

新
役
員
の
任
期
は
２
年
間
で
、
武
藤
・
大
貫
・

桂
・
井
上
各
氏
は
再
任
の
た
め
、
２
０
２
４
年
４

月
で
現
在
の
役
職
か
ら
は
退
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
活
動
に
精
一
杯

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
を
担
う
方
々

へ
の
引
継
ぎ
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
男
女
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
で
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
！ 

な
お
、
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
等
の
世
話
役

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各
委
員
会
等
の
委
員
が
相

談
し
て
、
決
め
る
予
定
で
す
。（
武
藤 

哲
） 

        

                          

２
０
２
２
年
度
の
Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
期
総
会
が
３
年
ぶ

り
に
年
度
初
め
の
４
月
に
開
催
さ
れ
（
23

日
、
於

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）、
新
役
員
を
選

出
し
た
ほ
か
、
以
下
の
議
案
を
審
議
し
、
承
認
・
議

決
し
ま
し
た
。
役
員
等
を
除
く
議
案
の
議
決
内
容
に

つ
い
て
は
、
別
紙
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

第
１
号
議
案 
２
０
２
１
年
度
活
動
報
告 

第
２
号
議
案 

２
０
２
１
年
度
会
計
報
告 

第
３
号
議
案 

２
０
２
２
年
度
活
動
計
画 

第
４
号
議
案 

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
予
算 

第
５
号
議
案 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
則
の
一
部
改
定 

第
６
号
議
案 

役
員
等
選
挙 

総
会
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
こ
そ
、

コ
ロ
ナ
感
染
を
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
で
予
防
し
つ
つ
、

Ｎ
Ｓ
Ｎ
活
動
を
本
格
的
に
再
開
し
ま
し
ょ
う
！ 

最
初
は
５
月
29

日
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
、
次
は
６
月
５
日
の
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
（
講
師

は
過
去
最
高
評
価
の
渡
邊
一
雄
先
生
。
聴
講
で
き
ま

す
）、
夏
に
は
新
企
画
満
載
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
８
月
28

日
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

７
月
・
10

月
に
は
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会
で 

介
護
等
身
近
な
課
題
を
語
り
合
う
予
定
で
す
。 

 

【
第
5
回
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会
2
】 

 

４
月
18
日
午
後
２
時
か
ら
石
神
井
公
園
区
民
交

流
セ
ン
タ―

２
階
集
会
室
で
、｢

認
知
症｣

を
テ―

マ

に
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会
が
行
わ
れ
た
。
事
務
局

を
除
き
25
名
の
参
加
で
男
女
ほ
ぼ
同
数
、
同
期
会

結
成
数
年
後
の
若
い
会
か
ら
の
参
加
が
多
い
。 

 

人
生
百
年
時
代
、
認
知
症
は
誰
で
も
が
患
う
可
能

性
が
あ
る
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
認
知
症
と
上
手
に
付
き
合
い
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
前
向
き
に
生
き
る
姿
勢
が
大
切
。 

マ
ス
ク
着
用
の
た
め
、
声
が
よ
く
聞
こ
え
な
い
、

隣
の
グ
ル―

プ
の
声
が
大
き
い
な
ど
、
グ
ル―

プ
ト

―

ク
に
は
厳
し
い
環
境
だ
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は

「
体
験
談
を
聞
け
て
良
か
っ
た
。
他
の
会
の
様
子
も

聞
け
た
。
何
年
ぶ
り
か
の
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
た
。」

な
ど
、
好
意
的
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。 

事
務
局 

角
地 

 

           
 

 
 

 
 

 

令
和
4
年
度
総
会
報
告 

 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 

14

・
00

～
16

・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

え
ー
る 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会
角
地 

☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

 

【 

編
集
後
記 

】 

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
期
総
会
が
過
日
行
わ
れ
、
結
果
は
本
号

で
報
告
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
各
行
事
は
、

例
年
ど
お
り
行
な
わ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。(

五) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                   

 



【会員のひろば】 

薬師堂橋にて 

撮影：睦会 写真の集い 有山 

《 

睦
会
の
お
花
見 

 

石
神
井
川
沿
い
を
歩
く 

》 

南
田
中
川
畔
の
桜
を
愛
で
る 

花
曇
り
の
一
日
、
満
開
の
石
神
井
川
の
桜

を
満
喫
し
た
。
3
月
28
日
（
月
）
午
前
11

時
、
練
馬
高
野
台
駅
に
集
合
、
13
名
が
参
加

し
た
。 

睦
会
の
お
花
見
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

各
地
を
訪
ね
て
い
る
。
上
野
公
園
、
新
宿
御

苑
、
小
金
井
公
園
、
光
が
丘
公
園
、
石
神
井

公
園
、
航
空
公
園
、
石
神
井
川
中
流
域
（
板

橋
宿
～
飛
鳥
山
公
園
）、
そ
し
て
今
回
の
観

桜
会
。 

今
日
は
高
野
台
の
薬
師
堂
橋
か
ら
石
神

井
川
の
上
流
に
向
け
て
散
策
し
た
。
橋
の
上

か
ら
観
る
上
流
の
桜
が
美
し
い
。
近
く
に
薬

師
堂
が
あ
っ
た
の
が
、
い
つ
の
時
代
か
に
観

蔵
院
へ
移
さ
れ
た
。
長
光
寺
歩
道
橋
、
川
沿

い
に
桜
並
木
が
ず
っ
と
続
く
。
傍
ら
に
昔
、

長
命
寺
の
隠
居
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
。
右
岸

の
崖
線
は
「
元
締
山
（
も
と
じ
め
や
ま
）
の

森
緑
地
」、
昔
は
こ
の
辺
り
は
、
旧
用
水
路
が

細
い
道
と
し
て
曲
が
り
く
ね
っ
て
流
れ
て

い
た
。
崖
線
上
に
は
斜
面
林
が
連
な
る
水
と

緑
の
美
し
い
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い
た
。

両
岸
の
田
圃
・
牧
場
だ
っ
た
所
に
現
在
の
南

田
中
団
地
が
建
っ
た
。
平
成
み
あ
い
橋
は
、

南
田
中
団
地
の
緩
傾
斜
護
岸
に
架
か
る
3

本
の
矢
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
公
募
デ
ザ
イ

ン
の
木
製
の
ユ
ニ
ー
ク
な
橋
。
こ
こ
か
ら
上

流
を
眺
め
る
と
開
放
感
が
あ
る
。
桜
の
石
神

井
川
が
遠
く
見
渡
せ
る
現
代
的
風
景
だ
。 

未
だ
、
牧
場
が
あ
っ
た
頃
に
、
南
田
中
4

丁
目
に
芥
川
賞
受
章
作
家
の
庄
野
潤
三
が

住
ん
で
い
た
（
昭
和
28
年
～
35
年
）。
こ
の

春
、
練
馬
ゆ
か
り
の
作
家
と
し
て
ふ
る
さ
と

文
化
館
で
生
誕
1

0

0
年
展
が
開
か
れ

た
。
講
演
会
も
開
催
さ
れ
興
味
深
く
聴
い
た
。 

昼
食
は
南
田
中
橋
傍
ら
の
「
葵
寿
司
」
で

会
食
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
会
合
で
話
が
弾
ん

だ
。 23

年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
き
た
。貸
し
切
り
バ
ス
5

台
連
ね
た
ツ
ア
ー
を
し
た
、
区
民
向
け
の
公

開
講
演
会
も
数
多
く
開
催
し
て
地
域
と
の

繋
が
り
も
大
事
に
し
た
。
講
師
に
漫
画
家 

ち
ば
て
つ
や
氏
を
迎
え
た
講
演
は
1

2

0
人
余
の
聴
衆
が
あ
り
盛
況
だ
っ
た
。た
く

さ
ん
企
画
を
楽
し
ん
だ
。（
文
責 

西
島
） 

  

         

《 

今 

思
う 

》 

 

学
生
時
代
10
年
間
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
、

練
馬
区
石
神
井
北
田
中
に
姉
妹
3
人
で
住

ん
で
お
り
ま
し
た
。（
私
た
ち
は
東
北
育
ち

で
、
何
故
父
が
こ
の
土
地
を
選
ん
だ
の
か
知

り
ま
せ
ん
）
そ
の
頃
、
北
田
中
に
は
鴨
下
水

車
が
あ
り
、
道
は
ぬ
か
る
ん
で
、
駅
周
辺
も

東
京
の
雰
囲
気
は
全
く
な
く
、
田
舎
っ
ぽ
い

感
じ
で
し
た
。 

そ
の
後
、
他
の
土
地
に
住
む
こ
と
に
な

り 

？
十
年
、
友
人
の
勧
め
で
一
笑
会
の
メ

ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
活
動
地
の
石
神
井
を
散

策
し
て
、
そ
の
あ
ま
り
の
変
わ
り
様
、
あ
ま

り
の
都
会
的
な
変
化
に
驚
き
ま
し
た
。
思
い

つ
き
、
北
田
中
の
変
わ
り
よ
う
も
見
た
い
と

記
憶
を
頼
り
に
、
探
し
回
り
ま
し
た
が
、
結

局
迷
子
に
な
り
、
道
を
聞
き
な
が
ら
や
っ
と

駅
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
毎
日
の
生
活
の
合
間
に
自
分

の
楽
し
み
と
し
て
、
キ
ル
ト
・
リ
メ
イ
ク
・

楽
器
を
細
々
と
続
け
て
い
ま
す
。
キ
ル
ト
は

ミ
シ
ン
を
使
い
、
リ
メ
イ
ク
は
着
物
布
で
洋

服
や
袋
物
等
、
例
え
ば
大
人
の
セ
ー
タ
ー
の

袖
で
子
供
の
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
身
頃
は

ス
カ
ー
ト
、
好
き
な
柄
の
布
な
ら
ば
バ
ッ
ク

パ
ッ
ク
、
残
り
布
を
紐
に
し
マ
ッ
ト
等
、
考

え
る
こ
と
が
楽
し
く
、
出
来
上
が
り
を
自
画

自
賛
し
て
い
ま
す
。 

 

作
り
方
・
方
法
を
そ
の
都
度
先
輩
に
教
わ

り
、
多
く
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。
思
い
出

す
と
皆
さ
ん
、
親
切
で
や
さ
し
く
、
笑
顔
の

方
ば
か
り
で
し
た
。
今
ま
で
出
会
っ
た
す
べ

て
の
方
た
ち
が
そ
う
で
し
た
。
私
の
周
り
に

は
な
ん
て
素
敵
な
人
ば
か
り
な
の
で
し
ょ

う
。
し
み
じ
み
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

出
会
え
た
多
く
の
方
に
、
き
ち
ん
と
「
あ

り
が
と
う
」
と
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
出

来
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
疑
問
も
残
り
ま

す
。
反
省
も
残
り
ま
す
。 

 

「
あ
り
が
と
う
」「
あ
り
が
と
う
」 

と
広
い
空
に
向
か
い
、
夕
日
を
奏
で
る
彩
に

向
か
い
気
持
ち
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
す
。 

そ
の
多
く
の
中
に
今
の
自
分
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

す
べ
て
の
物
に
、「
あ
り
が
と
う
」 

 

      
 

 
 

一
笑
会 

 

岩
田
澄
江 

            

 
 

 

キ
ル
ト
の
作
品 

 


	一面案④
	二面案②

